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【
横
沢
勉
労
働
対

策
部
長
の
提
案
】
労

働
対
策
の
諸
活
動
及

び
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

に
対
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
に
敬

意
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
労
働
対
策

議
案
方
針
部
分
に
つ

い
て
簡
単
で
す
が
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
は
、
こ
の

間
皆
様
に
ご
支
援
い

た
だ
き
国
に
対
し
11
連
勝
し
、
4

高
裁
で
一
人
親
方
に
対
す
る
責
任

を
認
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
製
造
企
業

の
責
任
を
認
め
る
判
決
も
6
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
争
議

組
合
と
し
て
責
任
を
貫
い
て
い
た

だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、

統
一
本
部
、
原
告
・
遺
族
を
代
表

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

度
は
ま
さ
に
最
高
裁
判
決
を
目
前

に
し
て
、
世
論
と
政
治
に
働
き
か

け
を
い
っ
そ
う
強
め
、
基
金
創
設

を
目
指
し
、
最
終
局
面
に
ふ
さ
わ

し
い
闘
争
を
す
す
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
建
設
従
事
者
の
こ
れ

以
上
の
被
害
拡
大
を
さ
せ
な
い
取

り
組
み
の
強
化
も
す
す
め
て
参
り

ま
す
。

2
0
1
9
年
度
の
安
全
衛
生
活

動
で
は
、
西
東
京
支
部
の
「
優
先

は
工
期
じ
ゃ
な
い
ぞ
、
命
だ
ぞ
」

と
、
大
田
支
部
の
「
明
る
い
未
来

は
無
事
故
か
ら
」
、
こ
の
2
つ
を

東
京
土
建
本
部
安
全
標
語
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
じ
ん
肺
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
対

策
で
は
、
芝
診
療
所
ふ
れ
あ
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
御
成
門
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
て
、
仲
間
の
受
診
し
や
す

い
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
ま
た
、

2
0
1
9
年
度
は
念
願
で
あ
っ
た

労
働
保
険
シ
ス
テ
ム
Ｄ
ア
ー
チ
を

本
格
稼
働
し
、
全
支
部
で
統
一
し

た
労
働
保
険
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

開
始
さ
せ
ま
し
た
。

請
負
的
就
労
者
及
び
一
人
親
方

の
労
働
者
性
の
問
題
、
働
き
方
改

革
、
さ
ら
に
外
国
人
労
働
者
の
課

題
と
、
労
働
法
制
36
協
定
労
働
協

約
を
実
践
に
移
す
こ
と
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
ア
ス
ベ
ス
ト
最

高
裁
判
決
で
一
定
程
度
の
結
果
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
第
73

回
の
定
期
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
運
動
の
到
達
教
訓
を
踏
ま
え
、

私
た
ち
組
合
員
の
権
利
・
安
全
衛

生
の
強
化
、
さ
ら
な
る
前
進
を
目

指
し
ま
す
。

一
人
一
人
の
組
合
員
の
声
、
現

場
の
声
を
大
切
に
、
労
働
安
全
衛

生
を
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

横沢さん

決意を固め合う多摩東ブロックの仲間

【
石
村
英
明
社
会
保
障
対
策
部

長
の
提
案
】
昨
年
も
、
国
に
よ
る

社
会
保
障
改
悪
が
す
す
め
ら
れ
ま

し
た
。「
骨
太
方
針
2
0
1
9
」で

は
、人
生
1
0
0
年
時
代
・
全
世
代

型
社
会
保
障
の
名
の
も
と
に
社
会

保
障
費
の
抑
制
と
国
民
負
担
増
を

押
し
付
け
る
方
向
を
示
し
、「
骨
太

方
針
2
0
2
0
」
で
は
「
給
付
と

負
担
の
見
直
し
へ
の
取
り
組
み
」

を
打
ち
出
す
と
し
て
お
り
、
さ
ら

な
る
給
付
の
抑
制
と
消
費
税
財
源

論
も
含
め
た
国
民
負
担
増
へ
の
議

論
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
2
0
1
9
年
度
の

運
動
の
到
達
と
教
訓
を
踏
ま
え
、

こ
れ
以
上
の
社
会
保
障
費
の
抑
制

と
国
民
負
担
増
を
阻
止
し
、
憲
法

25
条
に
基
づ
き
、国
民
・
仲
間
と
そ

の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
保
障
制
度
を
確

立
し
、健
康
で
文
化
的
な
、個
人
の

尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、社
会
保
障
拡
充
、建
設
国

保
育
成
・
強
化
と
補
助
金
現
行
水

準
確
保
、
保
健
対
策
推
進
活
動
な

ど
の
諸
運
動
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
の
た
た
か
い
の

基
本
方
向
と
し
て
、
以
下
の
4
点

を
課
題
の
柱
と
し
ま
す
。
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

具
体
的
に
は
、
国
庫
・
都
費
補

助
金
現
行
水
準
確
保
に
向
け
て
、

ハ
ガ
キ
要
請（
シ
ー
ト
1
0
0
％
、

ハ
ガ
キ
枚
数
4
0
0
％
）
・
国
会

議
員
要
請
・
都
議
賛
同
署
名
な
ど

に
確
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
加

え
て
、
予
算
要
求
集
会
や
厚
労
省

・
東
京
都
と
の
交
渉
の
取
り
組
み

も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
仲
間
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
に
保

健
対
策
推
進
活
動
を
す
す
め
、
特

定
健
診
70
％
、特
定
保
健
指
導（
個

サ
ポ
）30
％
達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

と
く
に
、
特
定
保
健
指
導
に
つ
い

て
は
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
仲
間

の
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
と
も

に
、
補
助
金
の
増
額
に
直
接
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
実
施
率
向
上
に

向
け
、
今
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
の
、
社
会
保
障

対
策
部
の
取
り
組
み
に
、
全
支
部

の
仲
間
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、

社
会
保
障
対
策
部
か
ら
の
提
案
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

石村さん

西部ブロックの会場

【
上
原

誠
教
育
宣

伝
部
長
の

提
案
】
機

関
紙
活
動

で
は
、
伝

え
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
こ
と
を

伝
え
る
べ

き
と
き
に

伝
え
る
、

民
主
主
義

の
体
現
者

の
役
割
も

求
め
ら
れ

て
い
ま

す
。
単
な

る
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
列

挙
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
情
勢
を

解
明
し
、
組
合
員
・
国
民
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か

伝
え
て
い
く
こ
と
に
努
め
ま
す
。

「
伝
え
た
い
言
葉
」
で
は
な
く
「
伝

わ
る
言
葉
」
を
重
視
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
も
機
関
紙
活
動

の
発
展
を
目
指
し
て
、
活
動
者
会

議
、平
和
共
同
取
材
、パ
ソ
コ
ン
・

機
関
紙
編
集
講
座
、
写
真
の
撮
り

方
教
室
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

通
信
員
に
つ
い
て
は
本
部
「
け
ん

せ
つ
」
へ
の
投
稿
を
促
進
し
、
支

部
・
分
会
で
の
機
関
紙
発
行
で
も

役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
経
験

を
交
流
し
ま
す
。
分
会
機
関
紙
は

全
分
会
発
行
を
め
ざ
し
、
支
部
教

宣
学
習
会
で
編
集
技
術
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
機
関
紙
発
行

の
担
い
手
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

上原さん
東部ブロックの会場

【
福
地
孝
志
技
術
対
策
部
長
の

提
案
】
技
術
対
策
部
で
は
、
一
つ

目
に
建
設
業
に
入
職
し
て
い
な
い

若
者
を
「
入
職
に
つ
な
げ
組
織
化

す
る
」
専
門
部
と
し
て
の
活
動
を

新
た
に
位
置
付
け
ま
す
。
職
業
体

験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
「
建
設
業
」
を
従
事
す

る
職
業
の
候
補
に
引
き
上

げ
る
取
り
組
み
を
す
す
め

ま
す
。
建
築
カ
レ
ッ
ジ
無

料
職
業
紹
介
所
の
活
用

で
、
高
校
等
へ
の
働
き
か

け
を
す
す
め
、
建
築
カ
レ

ッ
ジ
入
学
生
25
人
の
確

保
、
就
労
先

確
保
、
組
合

加
入
に
結
び

つ
け
ま
す
。

ま
た
、
若
者

の
雇
用
と
就

労
、
技
能
向

上
に
取
り
組

む
事
業
所
を

明
ら
か
に

し
、
組
合
内

事
業
所
の
組

織
化
、
未
加

入
事
業
所
で
は
、
組

合
加
入
や
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
約
締
結
を
め
ざ
す
き

っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
と
し
ま
す
。

二
つ
目
に
、
仲
間
の
技
能
向
上

と
処
遇
改
善
へ
向
け
て
、丸
の
こ
、

足
場
特
別
教
育
を
支
部
重
点
講
習

と
位
置
づ
け
、
全
支
部
開
催
で
受

講
率
4
％
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

へ
の
登
録
、
技
能
評
価
申
請
で
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま
す
。

三
つ
目
に
、
青
年
技
能
競
技
大

会
や
技
能
五
輪
大

会
な
ど
に
出
場
す

る
選
手
と
支
部
と

の
関
わ
り
を
強

め
、
選
手
の
技
能

向
上
だ
け
で
は
な

く
、
支
部
の
中
に

一
体
感
を
つ
く
り

組
織
強
化
へ
つ
な

げ
、
参
加
選
手
確

保
の
呼
び
か
け
に

つ
な
が
る
運
動
づ

く
り
の
構
築
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、

新
た
に
、
年
齢
制

限
の
な
い
技
能
者

の
最
高
峰
の
大
会

で
あ
る
技
能
グ
ラ

ン
プ
リ
の
建
築
大

工
職
種
の
参
加
の

支
援
に
踏
み
出
し

ま
す
。

以
上
が
2
0
2

0
年
度
の
技
術
対
策
部
の
重
点
方

針
に
な
り
ま
す
。

福地さん
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仲
間
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